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わ た し た ち の

大 好 き な 宝 石 も 九 谷 焼 も 建 物 も 、

み ん な 長 い 長 い 石 の 歴 史 か ら

始 ま っ て い た と は … !

こまつ の 石 文 化 ストーリー0 4

弥 生 人 のもの づくりを 拝 見0 3

こまつ の 石「 観 音 下 石 」と「 滝ヶ原 石 」を 知る
0 8

石 を 眺 め に 那 谷 寺 に 行こう1 0

近 場 にちょっと森 林 浴 へ 　 石トレッキング の ススメ
1 2

こまつ の 石 を 学 ぶ0 6

建 築ガール m e e t s

こまつ の か わ い い 石 建 築
1 6

KOMATSU STONE

AREA MAP!
2 2

Roots  of  KUTANI  

九谷 焼 はこまつ の 石

「 花 坂 陶 石 」からうまれる

1 8 日本遺産認定！

2016年、文化庁が認定する

「日本遺産」に選ばれたのが、

小松市の『「珠玉と歩む物語」

小松～時の流れの中で磨き上

げた石の文化～』です。

2016年

【日本遺産】
地域の歴史
的魅力などの
ストーリーを文
化庁が認定
するもの
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小松市尾小屋町カ1-1 tel.0761-67-1122
◯営 9：00～17：00 ◯休 水曜（祝日の場合は
開館）、祝日の翌日（土・日曜日・祝日は開
館）、12/1～3/24の冬期休館 
◯料500円（高校生以下無料）

小松市原町ト77-8  tel.0761-47-5713  ◯営9：00～17：00
（入館は16:30まで） ◯休 水曜（祝日の場合は開館）、祝日の
翌日（土・日曜日・祝日は開館）、年末年始 ◯料無料

尾小屋鉱山資料館&
尾小屋マインロード

日本有数の鉱山だった「尾小屋鉱山」にまつわる資
料館。鉱山関係の資料だけでなく、岩石や鉱物の
展示も充実していて、歴史を感じるものや物語のあ
るもの、見ていてときめく美しいもの等々…。とっつ
きにくいイメージだった石の世界も、この資料館を
ぐるりと回ったころにはより身近に感じられている
はず！資料を見た後は、実際の坑道を整備した尾
小屋マインロードへ。採掘当時の空間を体感でき、
ちょっとした冒険気分も味わえますよ。

小松市埋蔵文化財センター
弥生時代の玉つくり資料や古墳時代の
ハニワなど重要文化財を中心に、市内
の遺跡から発掘された出土品の数々を
公開しています。それぞれの細やかな解
説を聞くこともでき、石文化や古くから
のものづくりの歴史を学ぶにはうってつ
け。子供も大人も楽しめる体験メニュー
もあります。

Hello...

小松市国府台3丁目64 tel.0761-47-4533 ◯営 営9:30～16:30
（入館は16:00まで） ◯休 水曜（祝日の場合は開館）、祝日の翌日
（土・日曜日・祝日は開館）、年末年始、展示替え期間 ◯料無料

加賀国府ものがたり館
＆河田山古墳公園

令和5年にリニューアルオープン。「なぜ小松に国府が
置かれたのか」をテーマに出土品を展示し、映像やイ
ラスト、模型などをとおして小松の歴史を楽しく学べま
す。館中央と隣の古墳公園には、発掘された切石積横
穴式石室が移設復元され、石の文化にもふれられま
す。国府にちなんだミニ古代体験もできますよ。

小松市土居原町13番地18  tel.0761-58-2775
◯営7：00～22：00  ◯休無休   ◯料無料

小松市観光交流センター

「Komatsu九」ギャラリー

こまつの石文化の原点を知るなら、まずここからスタート。小
松駅の東側にひろがる八日市地方遺跡は、今から2400年前
の弥生時代に誕生、発展した北陸最大級の集落です。小松産
の碧玉をつかった玉つくりが発展の原動力。新幹線小松駅の
地下もまさに遺跡なのです！ショーウインドウをにぎやかに飾
る土器の多くは「小松式土器」と呼ばれる独自デザイン。中央
の衛星画像は、この土器が北陸新幹線ルートで東京にまで伝
わっていることを示しています。今も昔も現在地を舞台に広域
交流が生まれていたことを体感しましょう。

こうやこうやっってて

作るんだ作るんだ
土器土器のの形形のの

九谷焼九谷焼もも

実物が実物が
見られる！見られる！

なるほど！なるほど！

石文化のストーリー
石文化のストーリー

イベント時イベント時にはには

トトロッコロッコのの運行運行もも！！

碧玉見つけた！
碧玉見つけた！

発掘時のまま
発掘時のまま

 展示！ 展示！
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ガイド受付 ： 小松観光ボランティアガイドの会
　　　　　  「ようこそ」　tel.0761-24-8394
　　　　　（こまつ観光物産ネットワーク）



tel.0761-65-2111 小松市那谷町ユ122  
【拝観料】大人1,000円  小人300円　◯休無休
【拝観時間】9：15～16：00

かの松尾芭蕉もかつて那谷寺を訪れ、「石山の石より白し秋の風」の句を「おくのほそ道」に記した。
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ハニべ巌窟院

2020年5月にオープンした里山みらい館。当時の写真や
解説パネルなど、遊泉寺銅山の歴史を知る展示が楽しめ
ます。常駐する地元の方からお話も聞けます。（要予約）
tel.0761-58-2710　小松市鵜川町丙152番地
◯営9：00～15：00  ◯休月・水・金曜  ◯料無料、一部有料
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こ

沢町・布橋町の下方付近にあり、このあたりの
河床はすべて岩石。十二の筋に分かれて落下し
ているのが名前の由来です。

地元滝ヶ原石による彫刻作成技術保持者で
ある石工・中

な か や た か む ら
谷篁氏。石工道具の博物館へ

の寄贈や、後進への技術指導を行うなど、石
工文化の保存にも寄与しています。

観音下町から300m入った林道にある登山口に
は、高さ2mの観音地蔵が。555段の石段を上る
と、山頂近くには観音像が祀られている観音岩窟が
あり、地元の信仰の対象となっています。

7
長い年月をかけて作られた奇岩のまわりを
四季ごとに紅葉、新緑などが彩ります。そ
れらが水面に映り、つくり出される渓谷美
は「加能八景」にも選ばれるほど。

日本海に臨む安宅愍念寺のたん
ころ石は地元凝灰岩をくり抜いた
円形の建築部材。安宅町の町内
には護岸や擁壁などに使用されて
います。北前船で各地へ移出した
石材としても知られています。

緑豊かな地にひっそりと佇む大杉石切り場。
現在も切り出しが行われ、全国各地へ出荷さ
れています。

地元滝ヶ原で製作された大型
の鳥居。1890年に北海道に
渡り、坂本木材合名会社を設
立し富を築いた坂本竹次郎
氏より、1944年に寄贈された
ものです。

滝ヶ原には明治後期から作られた、アーチ型の石橋が５つ現
存。そして切り出された岩肌が露出した、石切り場ならではの
独特の風景が広がります。良質な凝灰岩が採取される場所と
して有名です。

1

5

6

8

7

9

10

10

5

2

3

4

本殿の周辺は奇岩や窟状の地形が多く、
古くから修行の場であったと推測されていま
す。 また、オパール・メノウの採掘地でもあり
ました。

19世紀後半ごろ小松城石垣を修
復にきた労働者が、日用の有川家
に滞在し構築したと伝えられていま
す。日本有数の苔の名所として高
い評価を得ています。
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02

九谷焼の窯元として長く使われてきた建
物を、一部改修し新たな現代町家として
生まれ変わらせたのがこの『松雲堂』。建
物の大部分は昭和8年に建てられた当時
のものをそのまま活かしていて、造りもた
たずまいも昭和初期の風情をたっぷりと
感じさせてくれます。錦窯の展示スペース
や観音下石と滝ヶ原石を使ったあたたか
みのある石蔵も見どころのひとつ。
●小松市龍助町27  tel .0761-23-3413（こまつ
曳山交流館みよっさで貸館受付）

松 雲 堂

建築好きな女子「建築ガール」と小松の石建築めぐ
りにいってきました！普通の女子ならわからない？？
玄人好みな石建築分析…彼女たちのコメントも
参考に、あなたも石建築めぐりにでかけてみよう！

01

加賀前田家三代前田利常公のこだわりが随
所に反映された小松城。築城技術がピーク
に達していた時期に築かれただけあり、やぐ
ら台には「切り込みハギ」と言われる切石を
精巧に積み上げていく工法が用いられてい
ます。この石垣に使われているのは小松産
の鵜川石と金沢産の戸室石。様々な石の色
味のコントラストがとても美しく、利常公の美
意識が反映された仕上がりにうっとり！
●小松市丸の内町（小松高校グラウンド内）

小松城 本丸やぐら台

04

造り酒屋『東酒造』には国登録有形
文化財が軒を連ねます。中でも観
音下石を積み、アーチと龍虎の彫り
物で美しく象った道具蔵は美しく、
通りからでもじっくりと眺めること
が可能。石蔵は断熱効果が高く、酒
を造るための環境にはうってつけ。
1860年の創業から変わらず守り
続けてきた酒の味と酒蔵、どちらも
じっくりと堪能してみよう！
●小松市野田町丁35 tel.0120-47-2302

東 酒 造 株 式 会 社 こ ま つ の か わ い い 石 建 築

石蔵って
こうまじまじと

見るとかわいい…

隙間なく
ビッシリ

積まれた石に
うっとり…

昔のものが
活かされている

建築って今作ろうと
思ってもなかなか作
れないんですよね。

町中に突如
歴史感たっぷりの
建造物が出現する
感じがたまらない！

建築の中でも日本建築
が好きで、木造の建物の
美しさに惹かれるという建
築学専攻の大学院生。

市井小雪さん

建築学専攻の大学院生。将来は
身近な人の家を設計したり、まちづ
くりに関わったりしたいのだそう！

上条まどかさん
小松市在住の社会人！ドライブし
ながら色々な建築物を眺めるのが
大好きだという建築好きガール。

辻有那さん

あたたかみの
ある色調と

デザインの融合が
たまらない!

彫刻が
まるでアート！
渋かっこいい

ですね…

現代的な
デザインにも
ひっそりと
存在感を
放つ石…！

アートも
建築も見どころ

たっぷりな
一軒だ！

05

小松市出身の画家宮本三郎の作
品を所蔵する美術館。建物は鉄骨
でできた新設棟と元々石蔵だった
ものを活かした倉庫棟からなり、
既存の石蔵を漆喰でよりスタイリッ
シュに仕上げた倉庫棟は道路沿い
から眺めても美しく、ずっしりとした
重厚感で存在感も抜群。まちなみ
景観の向上にも一役買っています。
●小松市小馬出町5番地 
tel .0761-20-3600

宮本三郎美術館

芭蕉の句碑も
見どころですよ！

石の橋があると
風景に風情が
出ますね…！03

空港軽海線沿いにある『すわまへ芭
蕉公園』。敷地内には芝生や岩で造
作された遊歩道を含む庭園、さらに
は琴平神社や松尾芭蕉の句碑も配
置されていて、ちょっとした休憩にも
ぴったりです。中でも滝ヶ原石で作ら
れたアーチ型の石橋は、町並みにも
美しく溶け込み、石の文化を彷彿と
させる新名所となっています。
●小松市浜田町（莵橋神社向かい）

すわまへ芭蕉公園
石のアーチ橋
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建築の中でも日本建築
が好きで、木造の建物の
美しさに惹かれるという。

市井小雪さん

将来は身近な人の家を設計した
り、まちづくりに関わったりしたい
のだそう！

上条まどかさん
ドライブしながら色々な建築物を眺
めるのが大好きだという建築好き
ガール。

辻有那さん
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明治創業の二股製土所。小松市内に2軒ある
九谷焼原材料の磁器杯土（粘土）を製造する工
場の一つで、花坂陶石を粘土に加工する一連
の作業を間近で見学できます。細かく刻んだ陶
石の粘土分と砂分を分離する作業や、余分な
鉄分を取り除き空気を抜いて固め粘土に仕上げ
る工程などを見られる貴重な施設です。
●小松市立明寺町イ128-2  tel.0761-47-3123
◯営9：00～17：00 ◯休土日祝、年末年始、お盆時期



Noborigama Tenj ikan

昭和40年ごろまで使われていた、素地焼成する本焼
段階の窯「連房式登窯」を展示。近代九谷磁器窯の
典型的形式を今に伝える貴重な遺産として、昭和48
年には市の指定文化財にも指定されました。企画展
や体験企画などもあり。
●小松市八幡己20-2 tel .0761-47-2898
◯営11：00～15：00（入館は14:30まで） ◯休月曜（祝日の場
合は開館）、祝日の翌日（日曜日・祝日は開館）、年末年始、
展示替え期間 ◯料無料

登 窯 展 示 館

Nishikigama Tenj ikan

人間国宝三代德田八十吉の生家であり、初代から三代
までが九谷上絵付にいそしんだ陶房でもあった町家を改
修。落ち着いたたたずまいの中で作品や錦窯を見学でき
ます。
●小松市大文字町95-1  tel .0761-23-2668
◯営 9：00～17：00（入館は16：30まで） ◯休 水曜（祝日の場合
は開館）、祝日の翌日（土・日曜日・祝日は開館）、年末年始、
展示替え期間 ◯料一般３００円 高校生以下無料

錦 窯 展 示 館

　

花
坂
地
区
か
ら
少
し
北
の
八

幡
に
あ
る『
登
窯
展
示
館
』で
は
、

市
内
唯
一の
現
存
す
る
登
窯
を
見

る
こ
と
が
可
能
で
す
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館
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さ
れ
て

い
ま
す
。2
0
1
9
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
九
谷
セ
ラ
ミ
ッ
ク・ラ
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九
谷
焼
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触
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。九
谷
焼
の
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史
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少
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谷
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を
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に

な
る
か
も
し
れ
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ん
。

九 谷 をより身 近 に 感じら れる施 設 へ 。【九谷 の 陶 彫】 
Kutani no touchou

「陶彫」とは文字通り陶
磁で人物や動物、仏像
などをつくる技法。指定
文化財「登窯」と関係
の深い資産です。九谷
では明治以降に生産が
始まったとされ、特に小
松市八幡は優れた先駆
者により発展した地。勝
木作太郎など、多くの名
工を生み出し今に受け
継がれています。

60年に渡って九谷焼づくりに
欠かせない磁器土を製造して
きた製土工場が施設内で実
際に稼働しており、花坂陶石
の粉砕から陶土が完成するま
で、質の高い磁器土を製造す
る工程を間近で見学できます。

撮影：鶴見 絵里沙（@kanazawalife_is_wonder）

九谷焼作家の絵付けされた作品や、窯
元組合の白い素地などが購入可能で
す。絵付け前の白い素地は今まで一般
に流通することはなく、たくさんの白地の
器を見て購入できるのは産地ならでは。

九谷セラミック・ラボラトリー（通称：CERABO KUTANI）は、小松市が誇る石文化と、九谷焼の美
と技を体感できる施設として、隈研吾氏の設計で令和元年に設立されました。九谷焼作家の作
品や、産地ならではの窯元商品が並ぶ販売スペース、花坂陶石が陶土になるまでの過程を垣間
見られる製土工場を併設した九谷焼の体験施設です。
●小松市若杉町ア91番地　tel.0761-48-4235　◯営10：00～17：00（最終入館16：30）
◯休 夏季4～11月：水曜定休、冬季12～3月：火水曜定休・年末年始 ※水曜が祝日の場合は開館、翌
平日が休館　◯料 一般 300円、学生（高校生以下）150円

Cerabo Kutani

セ ラ ボ ク タ ニ

　 セラボクタニ⬅ HPはこちら
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